(1) 台湾の経済と貿易の急上昇については、米国を含めて全世界で台湾の国際間にあるべきな地位を再評価しざる得ません。--
台湾の経済と貿易の力は、国連からの脱退或いは米国との断交などの挫折があったのだが萎縮してません。かえって、絶えず自由化の進行、国際化などの政策の実行を推進し、国内の経済は絶えず成長しています。国民の平均所得は1980年の2155米ドルから1995年の12439米ドルまで上がりました。1995年の国民総生産（GDP）は2600億米ドルまで達し、世界で第18位になりました。貿易は絶えず拡充し、輸出は同時期の198億米ドルから1117億米ドルまで増え、1995年には対外貿易の総計が2153億米ドルで、世界第14位になりました。産業は絶えずアップグレードし、重化学及び技術の密集している製品の価値が製造業の価値との比重は中華民国75年の59.7%から上がり去年の73.2%と占めていて、その中の情報産業の生産額は世界の第三位に位置しています。外貨準備高は絶えず累積し、1981年の72.4億米ドルから去年末の903億米ドルに増え、世界第二位となりました。こうした見事な経済発展は、世界の人々が台湾の地位を新たに評価することになりました。

（一）台灣經貿的躍升使全世界包括美國在內，不得不重新評估台灣在國際間應有的地位--
台灣的經貿力量並未因退出聯合國或中美斷交等挫折而萎縮。相反地，經由不斷進行自由化、國際化等政策的落實推動，國內經濟不斷成長。國民平均所得由1980年的2155美元提高到1995年的12439美元。1995年國民生產毛額達2600億美元，排名世界第18位。貿易不斷擴充，出口由同期的198億美元增加到1117億美元，1995年對外貿易總和2153億美元，排名世界第14。產業不斷升級、重化及技術密集產品產質佔製造業產質比重由民國75年的59.7%提高到去年的73.2%.其中資訊產業的產值排名世界第3。外匯存底不斷累積，由1981年的72.4億美元增加到去年底的903億美元，排名世界第2.如此成功的經濟發展經驗.使世人重新評估台灣地位。
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